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【 Ｓ造: 在来工法 】

・辺長比が大きな鉄骨造は熱応力により柱梁接合部に大きな負担がかかるため、３通と９通にEXP.Jを設けて

　7.85ｍ、３通から１５通までが5.35ｍである。

・140.0ｍ×12.5ｍの大きな辺長比を持つ、片流れ形式の平屋建鉄骨造である。建物高さは１通から３通まで

□ 使用材料

付着

上端筋
その他
の鉄筋

圧縮 せん断

0.741.548.0 0.74 長期の1.5倍16.0 1.11

・コンクリートの許容応力度

・鉄筋の許容応力度

・鉄骨の許容応力度

□ 構造上の特徴

種　類

Fc24

長期に生ずる力に対する 短期に生ずる力に対する

圧縮 せん断

圧縮 せん断引張

295

345

295

345

付着

295

345

備考

D10～D16

D19～

種　類

SD295A

SD345

種　類

SS400

BCR295

短期に生ずる力に対する許容応力度長期に生ずる力に対する許容応力度

短期に生ずる力に対する許容応力度長期に生ずる力に対する許容応力度

圧縮 せん断引張

195

215

195

215

195

215

圧縮 引張 せん断曲げ

90.5

113.5

156.7

196.7

156.7

196.7

156.7

196.7

圧縮 引張 せん断曲げ

135.7

170.3

235

295

235

295

235

295

295

345

295

345

備考

備考

２）積雪荷重

３）風圧力

　　建築基準法施行令第８７条の値を採用する。

４）地震力

　　本建物の地震力は、建築基準法施行令第88条の規定に基づくものとする。

１）積載荷重

□ 外力

スラブ用 小梁用 架構用 地震用室　名

屋　根　・　庇 1,000 1,000 600 400

※１ 屋　内　走　路 0 0 00

※１ 倉　庫 0 0 0 0

※１ 0 0 0 0エントランスホール

※１：床は土間コンクリートとするため、積載荷重は全て０としている。

　「避難等に供しない一般施設」として、耐震安全性の分類において「構造体」は「Ⅲ類」とし、建築基準法で

⇒　本建物は、災害時において人命の安全確保のために耐震性能の著しい低下が伴わないことを目標とする。

　　規定されている耐震性能に対して、割増しは行わない。

・耐用年度中に１回生じるような震度６強（加速度３００～４００）の大地震

　　→ 部材は許容応力度以内とし、建物に損傷を生じさせない耐震性を確保する。

□ 耐震性能目標

・日常的に発生する震度４～５弱程度の中地震（加速度８０～１００）

単位：Ｎ/㎡

構造体

部位 分類 耐震安全性の目標

大地震動により建築非構造部材の損傷、異動などが発生する場合でも、

人命の安全確保と二次災害の防止が図られている。
非構造体 Ｂ種

建築設備 乙類 大地震動後の人命の安全確保及び二次災害の防止が図られている。

・階数　　　　　　平屋建

・地震地域係数　　Ｚ＝０．９（宮崎県）

・地盤種別　　　　第２種地盤（Ｔｃ＝０．６）

□ 構造概要

・構造形式　　　　桁行方向：ラーメン構造　　張間方向：ラーメン構造

・官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

・建築基準法　・同施行令　・告示等

□ 準拠基準等

・建築基礎構造設計指針（日本建築学会）

・鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説（日本建築学会）

・鋼構造設計基準　-許容応力度設計法-（日本建築学会）

・建築構造設計基準及び同解説（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

Ⅲ類
大地震動により構造体の部分的な損傷は生ずるが、建築物全体の耐力の

低下は著しくないことを目標とし、人命の安全確保が図られている。

・2020年版　建築物の構造関係技術基準解説書

・施設の重要度　　Ⅲ類（Ｉ＝１．００）

・基礎形式　　　　直接基礎

・計算方法　　　　一貫構造計算プログラムを使用し、立体解析により行う。

□ 上部構造

□ 基礎構造

・支持層　　　本敷地にて実施された地盤調査結果より、GL-20ｍ以深の砂岩泥岩互層が支持層と考えら

　　　　　　　れるが、本建物は規模が小さく基礎への荷重が小さいため、GL-2m付近の礫混じり粘土層

　　　　　　　を支持層とする。

　　　　　　　及びべた基礎に分類されるが、支持層が粘土質であり高い地耐力を確保できないため、布

　　　　　　　基礎を採用する計画とする。

・構造種別　　　　鉄骨造

図面
番号

縮尺図面名称

管理技術者 主任技術者 担 当 者 工事名称
宮崎県総合運動公園屋内走路基本設計

特 記・ 凡 例

構造計画説明・構造設計概要

Ａ － １２

No

・基礎選定　　基礎は、建物規模及び地質に倣い直接基礎形式を検討する。直接基礎は独立基礎、布基礎

　　　　　　　梁が負担すると仮定し、追加応力に対する基礎梁の断面検定を行う。

・計算方法　　直接基礎の計算は上部構造と分離して行い、最下階支点に作用する曲げ・せん断力は基礎

・計算ルート　　　ルート１－２

構造上別棟扱いとなるようにしている。

許容応力度（Ｎ/ｍｍ２） 許容応力度（Ｎ/ｍｍ２）

（Ｎ/ｍｍ２） （Ｎ/ｍｍ２）

（Ｎ/ｍｍ２） （Ｎ/ｍｍ２）

基準強度
（Ｎ/ｍｍ２）

基準強度
（Ｎ/ｍｍ２）

　　風圧力選定において、基準風速V0=３６m/s2、地表面粗度区分Ⅲとする。

　　本建物の建設予定地は、垂直積雪量10cmであり，積雪荷重(200N/m2)となる。

→ 建物に対して軽微な損傷以下で人命に影響がない耐震性を確保する。

● 構造計画説明

【 参考図 】

● 構造設計概要
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図面
番号

縮尺図面名称

管理技術者 主任技術者 担 当 者 工事名称特 記・ 凡 例

●基本方針

１． 幹線設備
電灯設備２．

３． コンセント設備
４．

自動火災報知設備

誘導灯設備
構内交換（電話）設備

消防用設備

イニシャルコスト（初期設備導入費）を縮減した計画をし、併せてランニングコストの縮減を目指す

工事種別

１．幹線設備

既設水泳場受変電設備電灯配電盤に分岐開閉器を設け
新設屋内走路電灯盤（ＬＴ－１）へ電源供給を行う

新設屋内走路電灯盤（ＬＴ－１）：屋内鋼板製、壁掛型（倉庫内設置）
配線　　：エコケーブルを採用する（全設備共通）

配管方式：地中埋設：波付硬質合成樹脂管（ＦＥＰ管）

２．電灯設備

照明器具は全てＬＥＤ器具を採用する
本計画施設は海沿い、空調設備無しで外気導入排気の為、走路の照明器具は

主要部をアルミ製、ＳＵＳ製等の高耐食仕様の器具を選定する
走路・倉庫　：高天井ＬＥＤ器具

走路照度は３００ＬＸ以上確保にて計画する

走路スイッチは走路入口に設置４系統程度のスイッチ区分とする

３．コンセント設備

計画する外部に自動販売機用防水コンセントを２個　各単独回路にて計画する

４．消防用設備

消防法令別表による用途区分：（１５）項　
■有窓階　　□無窓階　、　構造：□耐火　□準耐火　■その他

構内交換（電話）設備

消防法上　消防機関へ通報する火災報知設備が必要であるが　用途１５項は
消防機関へ常時通報することができる電話を設置で可の為　電話機１台を設置する

誘導灯設備

既設端子盤から新設屋内走路電灯端子盤へ幹線配線、電話機までの配線及び
電話機１台を計画する

消防法上では誘導標識の設置でも構わないが、設置枚数が多くなるため
誘導灯にて計画する

自動火災報知設備

代表信号を管理棟受信機へ接続する

受信機を走路入口に設置　警戒区域５で満たすが予備が無い為受信機は
Ｐ型１級１０回線で計画する

宮崎県総合運動公園屋内走路基本設計

エントランス：ダウンライト

シックハウス用換気扇は単独スイッチとし、他を２系統程度とする
設備工事換気扇用でコンセントを設置する　制御は

エントランス部はセンサー方式とする

A3：No Scale

Ｅ － ０１

電気設備 計画説明・概要

電気設備 計画説明・概要

【 電気設備 】【 参考図 】
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〔 床面積：1,750.00 ㎡ 〕【 平面図 】 S=1/400
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12
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00

埋込型

(新金属プレート)

図面
番号

縮尺図面名称

管理技術者 主任技術者 担 当 者 工事名称特 記・ 凡 例
宮崎県総合運動公園屋内走路基本設計

12E

外部

Ｃ ー２台

外部

Ｃ ー２台

防水コンセント ２Ｐ１５Ａ×２ Ｅ極・ＥＴ付　
自販機用

ＰＦ２層菅保護（ＥＸＰ．Ｊ）

PB

電源収納盤２ 電源収納盤１

倉庫
ｽｲｯﾁ

Ｓ

ｴﾝﾄﾗﾝｽｾﾝｻｰｽｲｯﾁ

１－８通り

電源収納盤２
８－１５通り

電源収納盤１

エントランス

ー６台Ｃ

外部

ー２台Ｄ

電灯分電盤ＬＴ－１

A3：S=1/400

記　号 名　　　称 仕　　　様

埋込スイッチ　

凡　例

消費電力：１４０Ｗ

光束：２５，６００ｌｍ（１８２．８ｌｍ／Ｗ）

色温度：５０００Ｋ

ＬＥＤ高天井器具

表面カバー：耐候性ポリカボーネイト

専用電源別置型

色温度：５０００Ｋ

ＬＥＤ高天井器具Ｂ

専用電源別置型

Ａ

照明器具参考姿図

ＬＥＤ高天井器具　配線系統図

Ｄ

消費電力：１４．９Ｗ

公共施設型番：ＬＢＦ３ＭＰ／ＲＰ－２－１３

光束：１，４８０ｌｍ（９９．３ｌｍ／Ｗ）

本体：ステンレス

ＬＥＤウォールライト防湿・防雨型

光束：１６９５ｌｍ（１３６．６ｌｍ／Ｗ）

消費電力：１２．４Ｗ

ＬＥＤダウンライトＣ

公共施設型番：ＬＲＳ１－１３

200V

電源収納盤

200V

高天井
電源収納盤

ＬＥＤ高天井器具
電源収納盤

ＬＥＤ

倉庫

屋内走路

屋内走路

倉庫ＬＥＤ高天井器具
電源収納盤

スイッチ

スイッチ

：電源ユニット

Ｂ

ＬＥＤ２０台
点滅区分２

ＬＥＤ１８台
点滅区分２

Ａ

Ａ

高天井

電灯分電盤　ＬＴ－１

ＥＭ－ＩＥ２．０×２　Ｅ２．０　（ＨＩＶＥ１６）

ＥＭ－ＩＥ２．０×４　Ｅ２．０　（ＨＩＶＥ１６）

ＥＭ－ＩＥ２．０×８　Ｅ２．０　（ＨＩＶＥ２２）

ＥＭ－ＩＥ２．０×１２　Ｅ２．０　（ＨＩＶＥ２８）

特記なき配線は下記による

8E

12E

注　記

※姿図は参考とする

消費電力：９５Ｗ

光束：１１，３１０ｌｍ（１１９．１ｌｍ／Ｗ）

付属品：落下防止ワイヤー

表面カバー：耐候性ポリカボーネイト

器具材質：6061アルミ押出材/ＳＵＳ３０４

器具材質：6061アルミ押出材/ＳＵＳ３０４

付属品：落下防止ワイヤー

8E8E 12E12E8E 12E8E 12E8E8E 8EPB

走路ｽｲｯﾁ照明×4換気扇×2

Ａ ー３８台

屋内走路

換気扇用コンセント

１Ｐ１５Ａ×１

埋込スイッチ　 １Ｐ４Ａ（確認表示付）

Ｓ 熱線センサ付自動スイッチ 親器,8A,広角検知形

ＰＢ プルボックス　２００×２００×２００　ＶＥ・ＷＰ

スイッチは新金属又はＳＵＳプレートとし組合せ及び個数は平面図による
２連プレート以上はネーム付とする

ー１台

倉庫

Ｂ

【 電気設備 】

Ｅ － ０３

電灯・コンセント設備 平面図

【 参考図 】
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図面
番号

縮尺図面名称

管理技術者 主任技術者 担 当 者 工事名称特 記・ 凡 例
宮崎県総合運動公園屋内走路基本設計

ａａ ｂ ｂ ｂ

A3：S=1/400

200V 200V

電源収納盤
高天井

電源収納盤
エントランス

照明 タイマー
外灯 自販機

コンセント コンセント
予備自販機換気扇

TM

ｿｰﾗｰ式

高天井

ELB3P

単3中性線欠相保護付

電灯分電盤　ＬＴ－１　分電盤結線図　屋内鋼板製　壁掛型

分岐開閉器：ＥＬＢ２Ｐ１Ｅ２０Ａ×５
分岐開閉器：ＭＣＢ２Ｐ２Ｅ２０Ａ×２

セパレーター

端子台：５Ｐ　（電話）

ＥＤ　　接地端子付
ＥＥＬＢ接地端子付

ＬＥＤ　Ｂ級ＢＬ　避難口誘導灯　片面型

公共施設型番：ＳＨ１－ＦＢＦ２０－ＢＬ

ａ ＬＥＤ　Ｂ級ＢＬ　避難口誘導灯　片面型

公共施設型番：ＳＴ１－ＦＢＦ２２－ＢＬ

ｂ

自動火災報知受信機

誘導灯

分岐開閉器：ＭＣＢ２Ｐ１Ｅ２０Ａ×３

誘導灯器具姿図

電灯分電盤ＬＴ－１

消防機関へ常時通報することができる電話機１台

消防法上　消防機関へ通報する火災報知設備

Ｔ

100AF/60AT

【 電気設備 】

Ｅ － ０４

誘導灯設備平面図・分電盤結線図

【 参考図 】
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図面
番号

縮尺図面名称

管理技術者 主任技術者 担 当 者 工事名称特 記・ 凡 例

A3：S=1/400

宮崎県総合運動公園屋内走路基本設計

ＥＭ－ＨＰ１.２－５Ｐ（２２）
ＥＭ－ＨＰ１.２－１０Ｐ（２８） ＥＭ－ＨＰ１.２－１０Ｐ（２８）

ＥＭ－ＨＰ１.２－１０Ｐ（２８） ｓ
Ω

ΩΩ Ω

Ｓ

Ω

Ｎ

５

ＥＭ－ＨＰ１.２－３Ｐ
至る管理棟既設受信機へ

１２３４

記　号 名　　　　称 摘　　　　要

注　記

１　　受信機

１）種別　Ｐ型１級受信機　蓄積式　壁掛型

２）表示方式

　ａ）地区表示部　火災　　１０回線　窓式

　ｂ）付属諸警報表示部（３窓）

３）主音響方式　圧電ブザー　再鳴動方式

４）通話方式　　ジャック式

５）機能

　ａ）常時断線機能付

　ｂ）ＣＰＵ異常・ヒューズ断・予備電源異常

６）回線内訳

・火災表示　　　　　　　　　５Ｌ

・予　備　　　　　　　　　　５Ｌ

・合　計　　　　　　　　　１０Ｌ

２　地区音響は、一斉鳴動方式とする

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

凡　例

３　管理棟既設受信機に火災代表を表示すること

プ ル ボ ッ ク ス

Ａ 消 火 器 粉末１０型　設置台付

警 戒 区 域 線

Ｎｏ 自火報警 区 域 番 号

自火報　天井裏警 区 域 番 号Ｎｏ

ＤＣ２４Ｖ　　　　　露出型電 鈴Ｂ

ΩΩ 終 端 低 抗 ＣＲＥ

発 信 機 Ｐ型１級　　フラット型表示灯付Ｐ

受 信 機 注記参照

（　　内蔵）Ｂ Ｐ露出型合 盤総

Ｎ 継中 器 差動式スポット型遠隔試験用

スポット型２種　露出型差 動 式 感 知 器

Ｓ 差 動 式 感 知 器 スポット型２種試験機能付天井裏

ｓ 感 知 器煙
光電式２種　露出型（オムニビュー式）

自動感度補正・予防安全表示機能付

１０Ｐ

５Ｐ

戒

ＥＭ－ＨＰ１.２－５Ｐ（２２）

ＥＭ－ＨＰ１.２－１０Ｐ（２８）

戒

１ ５２

系 統 図

１０Ｐ

Ｎ

３

１０Ｐ

４

５Ｐ

ＥＭ－ＨＰ１.２－３Ｐ
至る管理棟既設受信機へ

１０Ｐ

ＡＣ１００Ｖ ＥＤ

Ａ ＡＡ Ａ Ａ Ａ

ＡＡＡＡＡ Ａ

【 電気設備 】

Ｅ － ０５

自動火災報知設備 平面図

【 参考図 】
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図面
番号

縮尺図面名称

管理技術者 主任技術者 担 当 者 工事名称
宮崎県総合運動公園屋内走路基本設計

特 記・凡 例

【 機械設備 】

Ｐ － ０１

機械設備 計画説明・概要

機械設備計画説明・概要

● 基本方針

イニシャルコスト（初期設備導入費）を縮減した計画をし、併せてランニングコストの縮減を目指す。

● 工事種別

１．換気設備

２．衛生器具設備

３．給排水設備

４．消火設備

１．換気設備

　　換気方式は第三種換気とし、室容積に対し、時間当たり３回換気程度とする。

　　西面Ａ通り給気ガラリ（建築工事）より給気し、東面Ｂ通りの有圧換気扇にて排気を行う。

　　シックハウス対策換気として１台を常時運転とする。

２．衛生器具設備

　　①通り、及び⑭通りに壁掛形洗面器（台付自動水栓）、化粧鏡を設置する。

３．給排水設備

　　最寄りの既設給排水配管より計画建物へ引き込みを行う。

　　工事の際は、周辺の断水期間を極力少なくなる様、工程計画を検討する。

　　既存プール屋外トイレからの配管を迂回する。

４．消火設備

　　消防法令別表による用途区分は（１５）項に該当し、準耐火及び耐火造以外の場合、屋内消火栓設備が必要である。

　　屋内消火栓設備が必要な際は、パッケージ型消火設備Ⅰ型を設置する。

　　※ 水平距離２０ｍ以内、防護面積８５０㎡以内ごとに配置する。

　　建物外部の要所に地下式散水栓を設置する。

【 参考図 】
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図面
番号

縮尺図面名称

管理技術者 主任技術者 担 当 者 工事名称
宮崎県総合運動公園屋内走路基本設計

特 記・凡 例

1/400

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

ｽﾛｰﾌﾟ

倉庫

EXP､J EXP､J

倉庫
WC

倉庫 ブイ格納庫

飛込プール屋外50mプール25mプール

HI50

H
I
5
0

HI50

既設管接続

VU100

V
U
1
0
0

VU100

－

－
散水栓

散水栓

散
水
栓

100

7
5

7
5

HI20

H
I
2
0

H
I
2
0

HI20

VU100

V
P
5
0

－ －

衛生器具表

名　称

壁掛洗面器

化 粧 鏡

散 水 栓

参考型式 数量仕　様

2

2

3

凡例

名　称

新設給水管

既設給水管

線　種 配管材料

既設排水管

新設排水管 硬質ポリ塩化ビニル管　VP（桝間VU）

耐衝撃性硬質塩化ビニル管　HIVP

硬質ポリ塩化ビニル管　VP（桝間VU）

耐衝撃性硬質塩化ビニル管　HIVP

L250A TENA40

YM4560F

散 水 栓

台付自動水栓　壁排水・壁給水

耐食鏡 450×600

ステンレス製散水栓ボックス

B

A

10 11 12 13 14 152 3 4 5 6 7 8 91

給排水設備図　S=1/400
既設管接続

既設管接続

給水管分岐

汚水桝接続

【 機械設備 】

Ｐ － ０２

給排水衛生設備 平面図
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2
,
5
0
0

140,000
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【 参考図 】
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図面
番号

縮尺図面名称

管理技術者 主任技術者 担 当 者 工事名称
宮崎県総合運動公園屋内走路基本設計

特 記・凡 例

1/400

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

ｽﾛｰﾌﾟ ｽﾛｰﾌﾟ

ｽﾛｰﾌﾟ(歩道)

倉庫

ｽﾛｰﾌﾟ

EXP､J EXP､J

換気計算（全数運転）

Ｘ Ｙ 平均天井高

①～③通り 20.0 12.5 14.0 3,500

③～⑮通り 115.0 12.5 9.0 12,938
16,438

気積 気積計

(m) (m) (m) (m3) (m3)

3.066

機械換気量

(14台･m3/h) (14台･回/h)

換気回数

FL+600

FL+4000 FL+4000 FL+4000 FL+4000 FL+4000 FL+4000 FL+4000 FL+4000 FL+4000 FL+4000 FL+4000 FL+4000 FL+4000 FL+4000

FL+600 FL+600 FL+600 FL+600 FL+600 FL+600 FL+600 FL+600 FL+600 FL+600 FL+600 FL+600

換気計算（常時換気）

Ｘ Ｙ 平均天井高

①～③通り 20.0 12.5 14.0 3,500

③～⑮通り 115.0 12.5 9.0 12,938
16,438 0.219

気積 気積計 換気回数

(m) (m) (m) (m3) (m3) (1台･回/h)

機械換気量

(1台･m3/h)

3,600(60Pa)

ステンレス製有圧換気扇　EF-40DSXC2-F

14×3,600

50,400

常時換気

開口面積計算

ガラリ面積開口率

給気ガラリ
13.9352.88

風速

Ａ(m2)α(%)Ｖ(m/s)

機械換気量

Ｑ(m3/h)

50,400 Ａ＝
50,400

3600×2.88×0.35

計算式

（建築工事）

ステンレス製有圧換気扇　EF-40DSXC2-F

換気設備図　S=1/400

B

A

10 11 12 13 14 152 3 4 5 6 7 8 91
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【 機械設備 】

Ｐ － ０３

換気設備 平面図
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【 参考図 】
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図面
番号

縮尺図面名称

管理技術者 主任技術者 担 当 者 工事名称
宮崎県総合運動公園屋内走路基本設計

特 記・凡 例

1/400

EXP､J

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

EXP､J

ｽﾛｰﾌﾟ ｽﾛｰﾌﾟ

ｽﾛｰﾌﾟ(歩道)

ｽﾛｰﾌﾟ

倉庫

EXP､J EXP､J

パッケージ型消火設備　５組

10 11 12 13 14 152 3 4 5 6 7 8 91

消火設備図　S=1/400

A

B

【 機械設備 】

Ｐ － ０４

消火設備 平面図
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【 参考図 】
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